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梅花香る候、３年生の皆さんの卒業にあたり、お祝いと餞（はなむけ）の言葉を贈ります。

いよいよ自分の真価が問われる場所へと一歩を踏み出すことになります。今まで、保護者と学校に守られてきた状況から、寒風の吹きすさぶ

現実社会で自律と自立が求められるのです。皆さん、覚悟を固めることができましたか？

この数年、社会状況は今まで以上に激変が続き、それについて行けない、順応できない人間は極めて厳しい立場に置かれています。ChatGPT然り、

生成ＡＩ然り。その新しい情報機器や情報処理ツールの問題点、影響力、さらには利用する人間の側のモラルなどは置き去りにされたまま、テクノロジー

だけが一人歩きして進化していく。ＳＮＳトラブルなどを見ても、利活用する人間の精神性がツールに対応できていない、それどころか振り回されてしまった結果、生じてい

るケースが殆どなのではないでしょうか？ 何とも危うい時代になったことです。選択に次ぐ選択を常に強いられ、その都度最適解を導き出し続けなければ、この変化を続

ける情報社会を生き抜くことは難しい。それにもかかわらず、選択に必要な「知性」を私たちは十分に身につけていると言えるのでしょうか。

３年３学期、姜尚中氏の『もう一つの知性』を学習しましたね。そこでは、本物の「知性」は学識や教養に加えて、協調性や道徳観といった人間の「心」の要素を併せ持った

総合的なものだ、と主張されていました。自分さえ良ければ良いという利己的な人間やその集団には、本物の「知性」は培われないのです。そして「知性」のない集団には

秩序や安心、安全は存在しません。利己対利己の激しいぶつかり合いが存在するだけです。どのように社会が変化しようと、この「心」の部分を磨いていくことは人間にとっ

て絶対に不可欠なのです。このことを、改めて皆さんに伝えたいと思います。

これから貴方の人生は貴方自身が作り上げるのです。覚悟を決めて、しっかりと踏み出してください。皆さんの健闘を祈ります。

３年生の皆さん、卒業おめでとうございます。皆さんは、高校生活を終え、いよいよ就職・進学とそれぞれの形で社会に旅立ちます。

この節目の時期に３年間皆さんと一緒に過ごした者として、最後に幾つかの助言をしたいと思います。（これらの内容は、これまでも、授業や

生活の中で折を見て話したことです。）

Advice ①：新しい生活に慣れるまで辛抱しよう。
皆さんは、これから新しい生活をします。新しい生活は、（特に社会人として働き、給料をもらう人にとっては）これまでの学校生活と比べ

ずっときついはずです。大変だと思いますが、その生活に慣れるために自分のできる限りの辛抱と努力をして下さい。１ヶ月、３ヶ月、１年と

そのような生活を続けているうちに新しい生活に、心と体が慣れてくるはずです。

Advice ②：幸福な人生(good life)を過ごすために、健康な心身を保ち、他の人々(others)と良好な関係を持ち維持することに努力しよう。
幸福な人生を過ごすためには健康な体と心がある方がよいことは言うまでもありませんが、更に、私たちが幸福な人生を過ごすためには、他の人々(others)と良好な関係

を持ち、維持することが非常に大切だと言われています。この助言は、私たちの日常的な経験からも理解できますが、ハーバード大学の85年以上続いている2000人以上

の被験者を対象としている心理学の｢幸福な人生｣についての調査から出された助言です。この助言に加えて、｢自分と他人を比較することは、自分の幸福度を下げる｣こと

と、｢お金だけでは幸福にはなれない｣ことも述べられています。

Advice ③：自分の人生を 長期的な視点と短期的な視点の両方の観点から観た計画を立てて生活しよう。
このAdvice③については、1年生の時に、ライフプランの時間でも実行したと思いますが、この計画は一度立てればそれでよいというものではなりません。皆さんは自分が

立てた計画を、新しい情報を得ながら、また従来の情報を更新しながら、自分や周囲の人の状況に合わせて常に修正しながら、実情に合わせた計画を立て続けなければ

なりません。そして、それに合わせて自分の生活や行動を、いつも振り返り修正しながら生きていく必要があります。

上の助言は、皆さんにとって余計なお世話かもしれませんし、クドく思えるかもしれませんが、少し年長者の老婆心よりでた言葉としてお許し下さい。

私は皆さんとまたいつか会って、成長した皆さんの近況を聞くことができることを楽しみにしています。

最後に、令和６年度多久高校３年生の諸君が幸多い人生を築き上げられることを祈念しています。

３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。入学式からこの時まで、あなた方の成長を保護者の皆様をはじめ沢山の方と共に見守

ることができたのは幸いでした。自分の将来を見据えて、学校生活で、部活や地域の活動で、様々なことに挑戦していく皆さんの姿は、

私自身も頑張らなければと励みになりました。ありがとうございました。入学した時は不慣れな生活に緊張感を持っていた皆さんが、

２年生、３年生と進級していくうちに高校生らしく振舞えるようになり、今ではとても頼もしさと感じるようになりました。特に３年生の

夏以降、それぞれ就職・進学準備をしている時に真剣に自分自身と向き合い、どの人も飛躍的に成長してくれたことがとても印象に

残っています。高校生活を通して、楽しかったことや大変だったことなど数多く経験したことでしょう。これまでに皆さんが経験した

ことが糧となり、これからすぐに、または進学後に社会人となる皆さんに寄り添ってくれるはずです。どうぞ自分自身を大切にしながら、豊かな人生を歩んで

いってください。これからの新しい場所で、皆さんらしく成長できるよう応援しています。

みんなにとって多久高校での３年間は、ずばり何色でしたか？

２組のみんなと毎朝のホームルームを通して関わり合う日々の中で、私はあなた達の笑顔に毎日元気をもらっていました。キラキラ

輝くあなた達の笑顔には、それだけで他人を勇気づけたり励ましたりできる大きな力があります。自分には見えないものだからこそ

是非大切にして欲しいと思います。

世界では、今この瞬間にも争いが絶えず、毎日おびえながら生きている子供達がたくさんいます。是非、皆さんが本校で学び身に付けた

様々な知恵や能力、人の痛みを思いやる優しさの力で、これから出会うであろう一人でも多くの子供達を笑顔にしてあげてください。

可能性に満ちたみなさん自身の幸せな未来を心から願っています。

～ 出来るだけ嘘は無いように どんな時も優しくあれるように 人が痛みを感じた時には 自分の事のように思えるように自分の背中は見えないのだから

恥ずかしがらず人に尋ねるといい 心は誰にも見えないのだから見えるものよりも大事にするといい ～ （ back number「水平線」より）

３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。昨年度の４月に多久高校へ赴任し、始業式の学年団発表で２年３組の担任と紹介さ

れた時の皆さんの表情を今でも鮮明に覚えています。お互い探り合いの４月だったと思いますが、明るく元気な皆さんのおかげで、

あっという間に多久高校に馴染むことができました。皆さんとともに過ごした２年間は毎日が新鮮で、全力で、とても充実してい

ました。私は“やらなければならないことは真剣に、楽しむときは全力で“を目標に学校で過ごしているつもりです。時には厳しい

ことを言ったり、傷つけてしまったりしたこともあるかもしれません。皆さんと意見がぶつかったこともたくさんありました。

それでも皆さんと一緒に２年間過ごせたことは私にとって大切な宝物です。

これから先、たくさんの壁にぶつかると思います。嫌だなぁと思うことも今以上に増えることでしょう。自分の体を大切に、心を大切に、常に前向きに頑張ってく

ださい。時には休憩も必要です。疲れたなぁと思ったときは多久高校で一緒に話をしましょう。皆さんのことをずっと応援しています。お互い頑張ろう！！

佐賀県内でも桜がきれいな校庭を持つここ多久高校に君たちは入学し、良い経験を積み、いよいよ卒業を迎えました。卒業おめでとう！

多久高校は、私にとっても工業高校時代からたいへん思い出深い学校です。いろんな経験をさせていただきました。感謝しています。

多久工業高校に新採で赴任したころは、男子生徒ばかりで、まだ重層体育館や福祉棟はなく、長さ100ｍ工業実習棟が特徴の

「The 工業高校!!」でした。当時、広いグラウンドの南側の桜並木がとてもきれいだなと眺めていました。君たちと同じ空間の空気を

吸った者として「君たちにあるもの 私にあるもの」を贈る言葉にします。私にあって・君たちにないもの、それは･･････経験 です。

君たちと40歳離れている私は、これまでいろんな経験をさせていただきました。君たちが産まれたころ、ここ佐賀県で全国高校総体が開催

され、全国から多くの方々が佐賀県に来られました。プレーヤー達に最善のパフォーマンスをしていただきたく、私たちは彼らを支える業務を行いました。

また、SAGA2024の年、君たちの中には高校3年生で同じく支える事を経験した人もいる事でしょう。

物事を成功させようと思う気持ちは、その情報量の多さと人間関係にあります。行動力と判断力にあります。そして、人生は「思ったとおり」ではなく、「行動した

とおり」になります。これから社会人となる君たちをこれからはもう、「誰も叱ってくれません」。まず自分から動く。誰よりも量をこなす。

信用と信頼を大切にする。失敗を恐れずまずやってみよう！多くの経験を自らしよう！人と人との信頼関係を築こう！ このような事をこれからたくさん築いて

いって欲しいと思います。君たちにあって・私にないもの、それは･･････若さ です。

♪若いうちは何でもできるのさ という歌詞のようにチャレンジしてみてください。成功させようとして「失敗した」は「挑戦した証拠」です。「疲れた」は「頑張った

証拠」です。自信を持って！ 最後に、私の好きな歌詞の1フレーズです。♪「飛び立とう！ 未来信じて！」「弾む若い力信じて！」希望に輝く門出 これからも

頑張って行こーぜー！！

３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。

私がこの学年に入ったのは今年度からでした。4月に初めて授業するときには、とても緊張していたのを懐かしく感じます。

この1年間はあっという間に過ぎ、いよいよ卒業を迎えます。皆さんも楽しい思い出だけでなく、多くの苦労や困難があり、頑張って

乗り越えてきた3年間だったと思います。

4月からは新入生や新社会人として、新しい生活が始まります。これまでの学校生活で得た経験を活かし、新しいことに挑戦してくだ

さい。皆さんのこれからの活躍に期待しています。

３年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。

皆さんと出会って、まだ11か月しか経っていないのにお別れの日を迎えてしまいました。最初からわかっていたことですが、

その当日が本当にやってくると、何ともとてもさびしく、もっと早くに出会えていたら・・・と考えてしまいます。それでも皆さんの夢をかたち

にするために時間を共有できたことは、貴重な思い出になりました。これからは、形となったその夢をさらに大きく大きく膨らませ、心身と

もに健康に、そしてQOLを高めていって下さいね。ご活躍を期待しています！

３年生の皆さんご卒業おめでとうございます。心よりお喜び申し上げます。

様々な個性の持ち主である皆さんと過ごしたこの３年間は、驚きの連続で勉強になることばかりでした。

皆さんに迷惑をかけたこともあったと思いますが、色々なチャレンジをする度に逞しさを身につけていくあなた達の存在

は、私にとって有難いものでしたし、とても楽しかったです。これからはそれぞれの道を進んでいくわけですが、困難に

怯むことなく自らの個性を磨き続けてください。

そして、自分だけでなく周りの人を幸せにできる人になってください。ご活躍を祈っています。



３月 行 事 予 定

３組 秀島　彩希

２組 世戸　悠磨

３組 百﨑　凌河

３組 山口　心陽

３組 今泉　翔

３組 中尾　悠力

３組 松瀬　莉彩

３組 湊　天架

１組 本村　寧彩

１組 小宮　愛央

【学校長あいさつ】
【郷土芸能 演舞】

【１年 ライフプラン】

【インタビュー】

【２年 多久市のSDGｓ発表】

【３年 佐賀県をPRする

ボカロ曲を作ろう】

【３年 学校修繕プロジェクト】

【３年 高齢者が安全に移動できるルート】

【３年 指の運動で脳を活性化させよう】

【２年 系列PR】

【吹奏楽部の演奏】

【１年 ライフプラン】

１組 石田　眞子

１組 草野　世繋

１組 原田　明子

１組 兵働　空

２組 大西　朱花

２組 竹下　慧吾

２組 中山　和香奈

３組 今泉　翔

３組 𠮷村　夢星

１組 深森　春日

２組 小池　楓

２組 神田　快音

２組 古賀 宥達

２組 小森 静

２組 田代 瑛二

４組 秋永　一姫

４組 池松　建治

４組 佐々木　奏

総合学科高等学校卒業生
成績優秀者表彰

２組 大西　朱花

全国商業高等学校長協会
卒業生成績優秀者表彰

１組 原田　明子

全国福祉高等学校長会
理事長賞

４組 蒲原　菜々佳

佐賀県老人福祉施設協議会
会長賞

４組 萩原　礼夏

令和6年度薬物乱用防止ポスター
ポスター及び防犯ポスター

１組 西村　海星

中村　悠靖

山口　あみ

商業ビジネス系列 馬場　美緒 本村　寧彩 小宮　愛央

健康福祉系列 中村　月乃 蒲原　菜々佳 常盤　姫奈

工業技術系列 秀島　彩希 山口　心陽 世戸　悠磨

渕上　悠也人文科学系列 大西　朱花

１組 馬場　美緒

２組 今泉　里菜

２組 佐伯　徒和

２組 白木　妃菜

３組 今泉　翔

４組 秋永　一姫

４組 大坪　紗月

４組 蒲原　菜々佳

４組 萩原　礼夏

【生徒会役員】司会進行、スムーズな幕あい等を
舞台袖にスタンバイしてテキパキとしてくれました。

ありがとうございました。

三年間多読賞　１位 １組 小宮　愛央

三年間多読賞　２位 ３組 上村　陽人

三年間多読賞　３位 ４組 蒲原　菜々佳


